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＊　表中の床面積とは、延べ床面積です。

年次別火災発生状況
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火災概要の比較

＊　表中の床面積とは延べ床面積です。
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月別火災発生状況

＊　表中の床面積とは延べ床面積です。
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出火時刻別火災状況

＊　表中の床面積とは延べ床面積です。
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気象別出火件数
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地区別火災発生状況

＊表中の床面積とは延べ床面積です。 古座川町含む。（大川・長追・佐田・西川）
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月別・火災種別・火災発生状況
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建築確認申請同意件数（使用開始届を要するもの）

月別
1 2 3 4 5 6 7

地区別
8 9 10 11 12 合計

串　本 14項
4項
4項

3

出　雲

二色・高富

鬮野川 4項 14項 2

サンゴ台 5項ロ 1

潮　岬 8項 1

有　田

田　並

和　深 5項イ 1

大　島 12項イ 1

須　江 16項ロ 1

樫　野

古座・上野山

西　向

田　原

姫・伊串

高　池

明　神

小　川

三尾川

七　川

合　計 1 1 1 1 1 3 2 10

４．前各号に掲げる防火対象物以外の令別表第1に掲げる建築物で地階、無窓階または3階以上

　の階の床面積が50平方メートル以上のもの。

（注)　串本町火災予防条例施行規則(第９条)

１．令別表第１(１項)イ、(２)項及び(16)項から（18)項までに掲げる防火対象物。

２．令別表第１(１)項ロ、(３)項から(６)項まで、(９)項及び(12)項から(14)項までに掲

　げる防火対象物で延べ面積150平方メートル以上のもの、又は収容人員が30人以上のもの。

３．令別表第1(7)項、(8)項、(10)項、(11)項及び（15)項に掲げる防火対象物で延べ面積

　が300平方メートル以上のもの又は収容人員が50人以上のもの。
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合
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　　種　 別

設　置　許　可 2 2

1

2

変　更　許　可 1 2

1 2 4

危険物関係の承認届出状況

2

完　成　検　査

区　　　　　分 件　　　　　数

22 1

危 険 物 仮 貯 蔵 、 仮 取 扱 い 承 認 申 請 3

危 険 物 製 造 所 等 工 事 施 工 届 出

危 険 物 施 設 の 軽 微 な 変 更 届 出 9

危 険 物 保 安 監 督 者 選 任 ・ 解 任 届 出 14

危 険 物 製 造 所 等 廃 止 届 出 6

危険物製造所等変更許可及び仮使用承認申請 2

合　　　　　　計 46

危 険 物 取 扱 所 、 種 類 、 数 量 変 更 届 出 2

危 険 物 製 造 所 等 譲 渡 引 渡 届 出 1

危険物製造所等の設置者の氏名変更届出 9



法関係届出状況

種　　　　　　　　　別 件　　　　　数

消 防 計 画 届 出 39

消 防 訓 練 実 施 計 画 届 出 81

防 火 管 理 者 選 任 解 任 届 出 39

工 事 整 備 対 象 設 備 等 着 工 届 出 29

高 圧 ガ ス 製 造 許 可 申 請 及 び 事 業 届 出

火 薬 類 取 締 法 関 係 届 出 15

圧 縮 ア セ チ レ ン ガス 等の 貯蔵 取扱 届出 3

合　　　　　　計 206

条例関係届出状況

種　　　　　　　　　別 件　　　　　数

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 出 22

炉 ・ ボ イ ラ ー ・ 給 湯 湯 沸 設 備 等 設 置 届 出

火災と紛らわしい煙又は火炎を発するおそれのある行為の届出 56

水 道 断 水 （ 減 水 ） 届 出 12

道 路 工 事 届 出 61

変 電 設 備 設 置 届 出 3

発 電 設 備 設 置 届 出

蓄 電 設 備 設 置 届 出 3

催 物 開 催 届 出 5

煙 火 の 打 ち 上 げ 、 又 は 仕 掛 け 届 出 10

少 量 危 険 物 ・ 指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 い 届 出 1

合　　　　　　　計 196

少 量 危 険 物 ・ 指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 い 廃 止 届 出 2

火 災 予 防 上 必 要 な 業 務 に 関 す る 計 画 提 出 書 1

露 店 等 の 開 設 届 出 書 20



　　　 　　 　区　分

1

消防用設備等点検結果報告受理状況（特定防火対象物1,000㎡以上）

2

1

1

1

1

1

1

2項
ロ

1

1

1

1

9

1

1

1

防火管理者選任解任届出状況

6
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37
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ハ
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の
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8
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備
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備

警
報
設
備

自動火災報知設備

非 常 警 報 設 備

漏 電 火 災 警 報 器

火 災 報 知 設 備

1
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13

1

2

1

2

5

190

避 難 器
具

誘 導
灯

自 家 発 電 設 備
蓄 電 池 設

備
防 火

扉

合　　　　計
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消
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設
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イ

3
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1
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1

解　　任

合　　計

2

8 1

3

8

　　　区 分　　　　　　1項
ロ

6

3項
ロ

1

4項

5

 種 別

選　　任



　（注）　特定防火対象物とは、その一部が一項から四項まで、五項（イ）、六項又は九項
　　　　（イ）に掲げる防火対象物の用途に供されているもの。

十五項 前各号に該当しない事業所

十六項
イ 複合用途防火対象物のうち、その一部に特定防火対象物が存するもの
ロ イに掲げる複合用途防火対象物以外の複合用途防火対象物

十三項
イ 自動車車庫又は駐車場
ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫

十四項 倉庫

十一項 神社、寺院、教会その他これらに類するもの

十二項
イ 工場又は作業場
ロ 映画スタジオ又はテレビスタジオ

九　項
イ 公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場その他これらに類するもの
ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

十　項 車両の停車場又は船舶若しくは航空機の発着場

七　項 小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、高等専門学校、大学、専修学校、各種学校その他これらに類するもの

八　項 図書館、博物館、美術館その他これらに類するもの

ニ 幼稚園又は特別支援学校

(5)
身体障害者福祉センター、障害者支援施設(ロ（5）を除く)、地域活動支援センター、福祉ホーム、生活介護・短期入所・
自立訓練・就労移行施設・就労継続支援・共同生活援助を行う施設

ハ

(4) 患者を入院させるための施設を有しない診療所又は入所施設を有しない助産所

ロ 遊技場又はダンスホール

四　項 百貨店、マーケットその他の物品販売業を営む店舗又は展示場

五　項
イ 旅館、ホテル、宿泊所その他これらに類するもの
ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅

ニ カラオケボックス等

三　項
イ 待合、料理店その他これらに類するもの
ロ 飲食店

二　項

イ キャバレー、カフェー、ナイトクラブその他これらに属するもの

十六項の二

イ

(1) 次のいずれにも該当する病院（総務省令を定めるものを除く）

一　項
イ 劇場、映画館、演芸場又は観覧場
ロ 公会堂又は集会場

診療科名中に特定診療科名を有する

十六項の三 建築物の地階（十六項の二の各階を除く）で連続して地下道に面して設けられたものと当該地下道とを合せたもの

(1) 老人デイサービスセンター、軽費老人ホーム・有料老人ホーム・小規模多機能型居宅介護事業(ロ（1）を除く)、老人福祉
センター、老人介護支援センター、老人デイサービス事業を行う施設等

(2) 更生施設
助産施設、保育所、幼保連携型認定こども園、児童養護施設、児童自立支援施設、児童家庭支援センター、一時預かり事
業、又は家庭的保育事業を行う施設

地下街

文化財保護法の規定によって重要文化財、重要有形民俗文化財、史跡若しくは重要な文化財として指定され、又は旧重要美術品等
の保存に関する法律の規定によって重要美術品として認定された建造物

十七項

(1)
老人短期入所施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム(総務省令で定める者を主として入所)、有料老
人ホーム（避難が困難な要介護者を主として入所）老人短期入所事業・小規模多機能型居宅介護事業・認知症対応型老人共
同生活援助事業を行う施設等

障害児入所施設
(5) 障害者支援施設

ロ

(3)

十八項 延長50メートル以上のアーケード
十九項 市町村長の指定する山林
二十項 総務省令で定める舟車

(2)
(3)
(4)

救護施設
乳児院

(4) 児童発達支援センター、情緒障害短期治療施設、児童発達支援若しくは放課後等デイサービスを行う施設

防火対象物（消防法施行令 別表第一）（一部省略）

(ⅰ)
(ⅱ)

病院（（1）除く）患者を入院させるための施設を有する診療所（（2）除く）又は、入所施設を有する助産所(3)

六　項

ハ
風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第2条第5項に規定する性風俗関連特殊営業を営む店舗（(１)項イ、(４)項、

(５)項イに掲げる防火対象物の用途に供されているものを除く）その他これに類するものとして総務省令で定めるもの

療養病床又は一般病床を有する

(2) 次のいずれにも該当する診療所

(ⅰ)診療科名中に特定診療所名を有する

(ⅱ)４人以上の患者を入院させるための施設を有する



平成２９年中の救急・救助活動概要

1345

　平成２９年中の救急業務の実施状況は、出場件数１，４４６件（前年比９０件増）、搬

送人員１，３４８人（前年比５５人増）で、これは１日当たり約４．０件の出場になり、

住民１４．３人に１人が救急隊によって搬送されたことになります。

　搬送された人のうち高齢者（６５歳以上）の傷病者の割合は１，０００人（７４．１％）

　全国的（平成２８年中）には、出動件数６２０万９，９６４件、搬送人員は５６２万１，

２１８人、１日平均１万７，０１３件、５．１秒に１回の割合で出場し、国民の２３人に１

人が救急搬送されています。高齢者（６５歳以上）の割合は５７．２％となっています。

　救助業務の実施状況は出動件数２２件（前年比３件増）、救助活動件数１４件（前年比２

　消防本部では、救命率向上のため住民に対する応急手当の普及啓発を推進しており、《Ａ

となっています。

ＥＤの取り扱い法》を含んだ内容の救命講習を実施しています。平成２９年中には、１，４

件増）、救助された人は１３人（前年比５人減）となっています。

　全国では救助活動件数が５万７，１４８件で５万７，９５５人の人が救助されています。

８１人の方が受講されています。

２６年 ２７年

1348

15761388 1375 1411

２１年 ２８年 ２９年

1356

搬送人員

平成２９年救急 ・ 救助統計

出場件数 1547 1560 1745 1573

２０年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年

1446

1431 1438 129316711344 1380 1480 1520

0

500

1000

1500

2000

２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年

過去１０年間の救急出場件数及び搬送人員

出場件

数

搬送人

員



　　 　　　　月別月別

 種別

113 114

事故種別月別出場件数及び搬送人員

合 　計
87 127

115106

115 125 117 125

1,348

1,446

128 99 83 117 114 107 122 130

10 5 13 17

7172 72 54 75

129

111 125 135

16 15 10 1310 10 5 1211 5 9 13

15 10 13 135

123143 113

82 7782 79

7574

91 970

6

81 83 58 82 83 76 96

1 2 1

8998277 74 93 80

21

1 1

11

4

2 1 2 1 1 1

21 1

4

214

1 1 2

14 17 24 1518 14 14 2530 11 13 19

19 2411 13 20 20 16 22715 15 27 14

4

4

1 1 1

1

1

1 13

1 1 1

1 1 2

1 11 14

2 2 1 1 2

4 11

39 3 4 75

4

10 9 3 7 8 6 8

9 3 5 46 5

そ の 他

搬 送 人 員

11 10

搬 送 人 員

運 動 競 技

搬 送 人 員

2 2

33

3 7

労 働 災 害

搬 送 人 員

1

8

自 損

搬 送 人 員

急 病

一 般 負 傷

搬 送 人 員

加 害

搬 送 人 員

12 6 9 15 10

搬 送 人 員

交 通

搬 送 人 員

火 災

搬 送 人 員

自 然 災 害

搬 送 人 員

31

11 13

5

水 難 6

4

75

合

計月

１２

月

８ ９ １０ １１

月 月 月

７

月 月 月 月 月 月

５ ６４１

月

２ ３



事故種別曜日別出場件数

事故種別年齢区分別搬送人員

（注）年齢区分は次による

１．新生児 生後２８日未満の者をいう。

２．乳幼児 生後２８日以上、満７歳未満の者をいう。

３．少　年 満７歳以上、満１８歳未満の者をいう。

４．成　人 満１８歳以上、満６５歳未満の者をいう。

５．高齢者 満６５歳以上の者をいう。

土曜日 日曜日金曜日
　　 曜日別

　種別
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日

急　　病

交　　通

一　　般

そ の 他

141 140 144

合　　計

133 149

31 26 27

34 33 31

148

合　　計

970

8 9 11 9 10 14 14

115

30

30 16 14

75

32 32 35 227

174

221 201 218 184 213 202 207 1446

30

そ の 他

高齢者 合　　計

急　　病

　　 年齢別

　種別
新生児 乳幼児

交　　通 3

一　　般

6 4 43

合　　計

899

134826 27 292 1000

3

3

40 32

4 6 34 170

104

75

214

160

少　年 成　人

16 14 175 694



傷病程度別年齢区分別搬送人員

（注）傷病程度は、初診時における医師の診断に基づき分類した。

１．死亡とは、初診時において、死亡が確認されたものをいう。

２．重症とは、３週間以上の入院加療を必要とするものをいう。

３．中等症とは、重症または軽症以外のものをいう。

４．軽症とは、入院加療を必要としないものをいう。

５．その他とは、医師の診断のないもの、及び搬送先がその他の場所へ搬送した

　ものをいう。

合　　計

515

393 622

中 等 症 2 6 8 72 427

26 27 292 1000

  種別

　　年齢別

新生児 乳幼児 少　年

5 26

成　人 高齢者

31

重　　症 1 25 154 180

死　　亡

軽　　症 20 19 190

1348

そ の 他

合　　計 3

死 亡

３１人
重 症

１８０人

中等症

５１５人

軽 症

６２２人

傷病程度別表



時間区分別出場状況

36
10
9
9
9

15
15
14
13
17
17
18
18
18
21
17

24 158

21 193

33 184

631

4

5 5 46

51 6 2 59

36

124

100 11

４～６

81

22

114 7 30

20

9

112

２～４

7

２０～２２

２２～２４

８～１０

合　　計

１２～１４

１４～１６

１６～１８

１８～２０

６～８

１０～１２

45 4

　　　　種別

　時間別
急　　病 交　　通 一般負傷 その他 合　　計

０～２

164

104 7 14 6 131

96 11 35 22

94 16 24

13

39

41 174

46 2 11 4 63

79 1 8 11

1446970 75 227 174

99

０時～６時

１６８件

１２％

６時～１２時

４８９件

３４％

１２時～１８時

４９６件

３４％

１８時～２４時

２９３件

２０％

６時間区分による出場状況



地区別出場件数

伊 串 29 3 32

姫 16 2 2 1 21

姫 川

串本町小計 810 69 190 158 1227

上 田 原 5 5

佐 部 3 1 2 6

神 野 川 2 1 3

古 田 7 7

田 原 25 3 8 1 37

中 湊 7 5 1 13

上 野 山 7 3 10

西 向 88 5 9 1 103

3 7 1 24津 荷 13

一般負傷 その他 合　　計

44 24

10 5

8

35

　地区別

　　　　種別

急　　病 交　　通

串 本

鬮 野 川 27 1

サンゴ台

橋 杭

潮 岬

出 雲

二 色

高 富

有 田

有 田 上

吐 生

田 並

田 並 上

江 田

和 深

田 子

大 島

須 江

190 26

18

117 3

44 1

103

32 6

20 1 2

9

19 3 1 2

20

古 座

里 川

3 1

44 9 9 4

8 1 4

1

9 5 1

17 9

1

19

66

13

16 2 8

樫 野

26

15

4

284

43

129

24

158

26

23

54

25

1

1 8 2

1 6 1 43

2 3

1

31



下 露

平 井

西 川

成 川

その他

長 追

真 砂

南 平

佐 田

添 野 川

大 桑

三 尾 川

洞 尾

蔵 土

大 川

1 1 2

6

小 川

宇 筒 井

田 川

西 赤 木

小 森 川

相 瀬

峯

直 見

中 崎

山 手

大 柳

一 雨

鶴 川

立 合

立 合 川

月 野 瀬

川 口

高 瀬

明 神

潤 野

3 9

6 4 4 14

15 3 18

5 1 6

5 2 7

7 7

2 2

14 3 3 20

1 1

1 1

4 4

1 2 3

2 1 3

5 1 1 7

2 2

2 1 1 4

2 2

1 1

2 2

25 3 28

3 2 5

8 1 9

宇 津 木

2

2

　　　　種別

急　　病 交　　通 一般負傷 その他 合　　計
　地区別

楠

樫 山

高 池

松 根

池 野 山 10

古座川町小計

合　　計

219160

1

970 75 227

2

6 37 16

1446

35

4

18

2

3

174

2

2 4 2

26 3 4 2



現場到着所要時間別出場件数

（注）現場到着所要時間とは、入電から現場到着までに要した時間をいう。

収容所要時間別搬送人員

（注） 収容所要時間とは、救急隊の出場から傷病者を医療機関等に収容した時までに要した
時間をいう。

　種別

急　　病

交　　通

１０分未満

２０分以上
　　時間別

３分未満

急　　病 10 164

交　　通 3

一般負傷

そ の 他 3 8

合　　計

一般負傷

そ の 他

合　　計

　　時間別

6

756

　種別

22 229

540

321

78 415 399 77 970

３分以上

５分未満

５分以上

1446

3 86

75

2 23 86 93 23

38

9 192 592 536 117

653

１０分以上

１０分未満 ２０分未満

227

3 5

174

合　　計

1

18 11

26

37 1817

40

１０分以上

２０分未満

２０分以上 ３０分以上

３０分未満 ６０分未満

5 214

20 1348

合　　計
６０分以上

9 160

6

１２０分未満
１２０分以上

899

75

179

122 41

57 83



医療機関別搬送人員

105

そ
交

1262

一

計
外 外

115

6 40 40国　　立 65

　 　　　　　　種　別

　医療機関別

65

217

管

外

68 6 204

合

14 92

13 6 6

外

の

他

管 管 管

私

的

通 般病

管

外

6

急

公　　立 875

小　　計

示 関 診療所

急

告 機

救 医

療 公　　的

病　院

13

888 118 74 12 210 20 155 132 1327 282

国　　立

そ 医 公　　立 1 2 1 3 1

の 療 公　　的 3 3

他 機 私 病　院 6 6

の 関 的 診療所 4 1 1 5 1

小　　計 11 1 1 5 1 17 2

1265105 68 6 14

3 3

41 65国　　立 13 13 6 6 6 6 40

117204

66

公　　立 876

病　院

公　　的

218

6

211 20 160 133 1344 284

合

計

接骨院等

93

6

的 診療所 4 1 1 5 1

小　　計 899 119 74 12

私

その他

計

そ

の

他

の

場

所

1 3 4

1 3 4

合　　　　　計 899 119 75 12 214 20 160 133 1348 284



搬送した医療機関名別搬送人員

11

鎌田医院

稲生医院

1 1

1 1

190 25

三尾川診療所

2

辻内医院

田川診療所

七川診療所

3

4 4

62 1046

搬送人員 搬送人員

　　　　　種　別 一般負傷

やもとクリニック

健佑クリニック

榎本クリニック

くしもと町立病院

潮岬病院

769

3

急　　病 交　　通 合　　計

串本リハビリ

そ の他

　医療機関別 搬送人員 搬送人員 搬送人員

矢島産婦人科

山 口 整 形

小川診療所

明神診療所

中根医院

高瀬会記念診療所

にしき園診療所

杉医院

覚前医院

田並覚前診療所

みさきメンタルクリニック

小森歯科医院

坂野医院

漁野医院

勝浦温泉病院

木下医院

日比記念病院

くさち耳鼻咽喉科

川堀耳鼻咽喉科

新宮市立医療センター

1 1

18 1 5 3 27

59 2 5 51 117

串本有田病院



※　和歌山県立医大搬送１７人のうち、１５人はドクターヘリでの搬送です。

75 214 160

1 3

1348

4

899

近大付属病院

そ  の  他

阿田和紀南病院

日高総合病院

和歌山労災病院

県立心の医療センター

国立和歌山病院

合　　　計

さとう眼科

いずみウィメンズクリニック

すずきこどもクリニック

湊口医院

真砂小児科

紀南病院

田辺中央病院

南和歌山医療センター

紀南こころの医療センター

玉置病院

田辺休日急患センター

白浜はまゆう病院

すさみ病院

和歌山県立医大

日赤和歌山医療センター

1 1

1 1

22 2 29 53

6 3 2 6 17

3 3

13 6 6 42 67

くしもと町立病院

１０４７人

７７％

その他の管内医療

機関 １２人 １％

管外医療機関

２９１人 ２２％



不搬送理由別件数

覚知別出場状況

（注）その他とは、自己覚知、消防無線等による覚知をいう。

27

1

1

1

43

1

3

現 場 処 置

誤　　　報

そ  の  他

合　  　計

死　　　亡 13

1

4

拒　　　否

酩　　　酊

18

1

緊急性なし

傷病者なし

33

　　　種別

急　　病 交　　通 一般負傷 そ の 他 合　　計
　理由

71

2

1

4 4

1

75

227

5 3

1 6 20

1 1 3

1

105

1 1 1 7

6 13 15

その他 合　　計
　種別

加入電話 かけつけ 緊急通報
　　覚知別

専用電話

急　　病

交　　通

一般負傷

そ の 他

合　　計

841 123 3

54 15 1

1

192 33 1

2

5

1

970

174

1139 293 5 1 8 1446

52 122



転送理由別搬送

（注）転送とは、一つの医療機関で収容されなかったため、医師の診断により専門外、
　 処置困難等の理由により、救急隊が継続的に他の医療機関に搬送することをいう。

転送者にかかる収容所要時間別搬送人員

2

8

合　 計

3 8

　　　転送理由

　種別

ベッド

満　床

医師 処置 理由
専門外 手術中 その他 合　計

不在 困難 不明

6

1

1

1

合　　計

1

急　　病

交　　通

一般負傷

そ の 他

3

1

3

２０分未満

時間
１０分以上

　　収容所要

4 1

急　　病

１２０分以上

３０分未満 ６０分未満 １２０分未満

２０分以上 ３０分以上

1 2 3

６０分以上

1

１０分未満

6

交　　通

1

　種別

1そ の 他

一般負傷

2 3

1

合　　計



発生場所別搬送人員

(注) １．発生場所とは、事故等の発生した場所又は傷病者のいた場所をいう。
２．住宅とは、一般住宅及び高層住宅で住居としている場所をいう。
３．公衆出入場所とは、百貨店、映画館、旅館、学校、駅構内等の人の集まる場所

４．仕事場とは、事務所、工場、作業所、各種事務所等の仕事をしている場所をいう。

 尚、公衆出入場所での店員等の仕事場と判断できる場合も含む。
５．道路とは、一般道路、高速道路、交差点、歩道及び歩道橋をいう。
６．その他とは、上記以外の場所で、公園、広場、空地、農地等をいう。

 尚、発生場所が不明なものを含むものとする。

搬送傷病者居住地状況

75

急 　病 741 116 10

863

  管内に住所を

 　有するもの

  をいう。

　　 場所別

住　宅 公衆出入場所 仕事場 道　路 その他 合　　計
　種別

  管外に住所を

 　有するもの

その他（外国人旅
行者等、住所が判
明しないもの）

35 1

18 14

51 1 20 22

899

交　 通 1 1 73

214

そ の 他 5 137 9 2 7 160

一般負傷 120

交　  通

一般負傷

合 　計 867 305 20 113 43 1348

合　　計
　　　　 管内外別

　種別

急　  病

そ の 他

合 　 計

143 17

899

54 21 75

186 26 2 214

160

1246 99 3 1348



(注) １．一人につき複数の応急処置を行うこともあるため、応急処置の対象搬送人員と

 処置項目の数は一致しない。

２．　　は、救急救命士が行う救命処置である。

 薬 剤 投 与 7 1

10

応急処置 ・対象人員 899 75

C

経鼻エアウェイ

ラリンゲアルマスク等

気 管 挿 管

そ の 他

 除　細　動

訳

救急隊員の行った応急処置

一般負傷

止　　　　　血

被　　　　　覆

固　　　　　定

保　　　　　温

酸　素　吸　入

人　工　呼　吸

胸　骨　圧　迫

　　　（うち自動）

心　肺　蘇　生

1

214

228

17 3 21

173 6 11 38

19

160 1348

事　故　種　別 急　 病 交 　通 その他 合　 計

34

3 12 36 7 58

4 5 22 3

102

766 48 174 142 1130

6 39 47 10

16 1 2

A
静脈栄養管理

在宅化学療法等

5

30 1 3 34

在宅療法継続

ショックパンツ

ABC 以外の応急処置

血　圧　測　定

心音・呼吸音聴取

血中酸素飽和度測定

心 電 図 測 定

気　道　確　保

内

 静脈路確保

その他の処置

合　　　　計

5

5その他（ＡＢ以外） 5

B 気管切開・孔気管瘻

1301

443 51 51 40 585

865 74 211 151

1319

1 2 3

28 1 4

542 13 44 93 692

876 74 213 156

52 2 8 62

11

喉頭鏡／鉗子等

23

10

27

1 1

23 4

33

17 4 2

9

3833 322 819 661 5635

1



（注）その他とは、転院搬送、医師搬送、資機材搬送等をいう。

（注）その他とは、転院搬送、医師搬送、資機材搬送等をいう。

150 34

交

1

の 合　　計

他

運
動
競
技

水

難

　　　　 事故種別

　署・所別 災 損

急

病

自
一
般
負
傷

加

害

労
働
災
害

自
然
災
害

6 584 125 935

2 21 2 3 61 1 4 325 4

そ

署・所別・事故種別出場件数

火

通

53 9

6 75 14 4

一
般
負
傷

227

署・所別・事故種別搬送件数

970

　　　　 事故種別 自
然
災
害

串本消防署

古座消防署

七川分駐所

合　　計

合　　計
火 水 交 加 自 急

災 難

423

61 6 881 3

4 11

損

16 1

害

運
動
競
技

そ

の
病

他

串本消防署 3 55 7 122

労
働
災
害　署・所別

通

875

古座消防署 1 20 2 3 57 1 2 311 3 400

14 50 5 73七川分駐所 13

1 143 3 3 538

合　　計 4 75 12 4 214 4 6 899 130 1348

135 1446



（注）ドクターヘリ要請は１８件であるが、搬送件数は１５件である。

（注） １．普通救命講習Ⅲ（３時間）は、主に小児、乳児、新生児に対し心肺蘇生法一人法、
　二人法及び大出血時の止血法を救急車が到着するまで継続でき、ＡＥＤについて理
　解し正しく使用できる。

２．普通救命講習Ⅱ（４時間）は､主に成人に対し心肺蘇生法一人法､二人法及び大出血
　時の止血法を救急車が到着するまで継続し、ＡＥＤについて理解し正しく使用できる。

３．普通救命講習Ⅰ（３時間）は、普通救命講習Ⅱの講習内容から１時間の筆記試験、
  実技試験を省いたものをいう。

４.　　　　救命入門コース（約１時間３０分）は、心肺蘇生法一人法、大出血時の止血法、Ａ
  ＥＤの取扱いについて基本的事項を習得する。

 要請機関
一般負傷 そ の 他

消　防　署 6 3 2 4 15

ドクターヘリ利用状況（要請機関別）

そ　の　他

合　　計 6 3 2 4 15

 受講人数

　　　　　種別

　　　　　種別

急　　病 交　　通

応急手当の普及啓発活動

439 1042

普通救命講習Ⅲ 普通救命講習Ⅱ 普通救命講習Ⅰ 救命入門コース

合　　計

合　　計



地区別出場件数（串本町）

　　　　種別

急　　病 交　　通 一般負傷 その他 合　　計
　地区別

鬮 野 川 27 1 10 5 43

串 本 190 26 44 24 284

橋 杭

サンゴ台 18 8 103 129

出 雲 20 1 2 23

潮 岬 117 3 32 6 158

高 富 19 3 1 2 25

二 色 44 1 9 54

有 田 上 1 1

有 田 20 1 8 2 31

田 並 19 2 3 24

吐 生

江 田 3 1 4

田 並 上 1 1

田 子 8 1 4 13

和 深 44 9 9 4 66

大 島 16 2 8 26

里 川

樫 野 17 9 26

須 江 9 5 1 15

中 湊 7 5 1 13

古 座 35 1 6 1 43

津 荷 13 3 7 1 24

上 野 山 7 3 10

神 野 川 2 1 3

西 向 88 5 9 1 103

田 原 25 3 8 1 37

古 田 7 7

佐 部 3 1 2 6

上 田 原 5 5

姫 16 2 2 1 21

伊 串 29 3 32

串本町小計 810 69 190 158 1227

姫 川



地区別出場件数（古座川町）

高 池 26 3 4 2 35

　　　　種別

急　　病 交　　通 一般負傷 その他 合　　計
　地区別

楠 2 2
池 野 山 10 2 4 2 18

宇 津 木 1 2 3
樫 山

川 口 3 2 5
月 野 瀬 8 1 9

明 神 2 2
高 瀬 25 3 28

大 柳 2 2
潤 野 1 1

鶴 川 2 2
一 雨 2 1 1 4

立 合 川
立 合

峯
相 瀬

中 崎 2 1 3
直 見 5 1 1 7

小 川 4 4
山 手 1 2 3

田 川 1 1
宇 筒 井

小 森 川 1 1
西 赤 木

三 尾 川 14 3 3 20
大 桑

蔵 土 2 2
洞 尾

長 追 5 2 7
大 川 7 7

南 平
真 砂

添 野 川 15 3 18
佐 田 5 1 6

平 井 6 3 9
下 露 6 4 4 14

成 川
西 川 1 1 2

古座川町小計 160 6 37 16 219
松 根 2 2 4

合　　計 970 75 227 174 1446
その他



搬送した医療機関名別搬送人員

※　和歌山県立医大搬送１７人のうち１５人は、ドクターヘリでの搬送です。

くしもと町立病院 769 62 190 26 1047

合　　計

　医療機関別 搬送人員 搬送人員 搬送人員 搬送人員 搬送人員

　　　　　種　別 急　　病 交　　通 一般負傷 その他

串 本 有 田 病 院 4 4

潮 岬 病 院 3 3

健 佑 ク リ ニ ッ ク 1 1 2

中 根 医 院 1 1

七 川 診 療 所 1 1

新宮市立医療センター 59 2 5 51 117

勝 浦 温 泉 病 院 18 1 5 3 27

和 歌 山 県 立 医 大 6 3 2 6 17

南和歌山医療センター 13 6 6 41 66

紀南こころの医療センター 1 1

串本リハビリセンター 1 1

合　　　計 899 75 214 160 1348

そ の 他 1 3 4

日赤和歌山医療センター 3 3

真 砂 小 児 科 1 1

紀 南 病 院 22 2 29 53

くしもと町立病院

１０４７人

７８％

その他の管内医療

機関 １２人 １％

管外医療機関

２８９人 ２１％



※  １．救助事故とは、火災、災害、事故等により要救護者の生命又は身体に現実の
   危険が及んでいる事であり、要救護者の存在が確認されているほか、通報時及
   び現場到着時要救護者の存在が予想される状況における事故をいう。

 ２．出場件数とは、消防機関が救助活動を行う目的で出動した件数をいう。

 ３．救助活動とは救助事故にあたり、消防機関が要救護者の危険を排除するために、
   人力、機械力、器具等を用いて安全な場所に救出するための活動をいう。

ガス及び
酸欠事故

 時間別

　　　種別

交通事故 水難事故
機械による

事故

時間別
救助活動救助救助活動救助救助活動救助救助活動救助
出場件数人員出場件数 人員

　０～２

人員出場件数人員出場件数

　２～４ 1

1 1

1 1

1

　６～８ 1

　４～６ 1

１２～１４

1 1

　８～１０ 2 2 2

１０～１２

1１４～１６ 2

１６～１８

2 2 2 1 1

１８～２０

２０～２２

２２～２４

5 3 3 2 1合　計 6 3 3 1

救助

1 1 1

1 1 1

9

2

活動救助

合　　計

救助
件数人員出場件数人員出場

その他の事故

救助活動

1 1

3 2 2

3 1 1

1

事故種別時間別救助出場状況

7 4 4

2 1 1

1 1 1

2 2 2

2

救助出場 ・ 救助活動状況

2 1

1 1 1

13

2 1 1

2 2 1

7 6 22 14

2 1


